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千住四丁目　氷川神社山車のひみつ

千住四丁目　氷川神社山車のひみつ…
光茶釜と二代目市川團十郎…

■
江
戸
型
山
車　

１
月
11
日
ま
で
開
催
中

の
文
化
遺
産
調
査
特
別
展
「
千
住
宿
４
０

０
年
」
で
は
、
12
年
ぶ
り
に
足
立
区
指
定

民
俗
文
化
財
で
あ
る
千
住
四
丁
目
の
氷
川

神
社
の
山
車
を
組
み
上
げ
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

山
車
の
正
面
に
掲
げ
ら
れ
た
扁
額
の
裏

面
に
は
「
干
時
明
治
十
有
六
年
九
月
中
浣

調
整
之　

千
住
驛
第
四
街
氏
子
中
」

と
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
述

か
ら
、
明
治
16
年
（
一
八
八
三
）
は
、

氏
子
た
ち
が
「
調
整
」
を
行
っ
た
時

期
で
、
山
車
の
造
立
は
さ
ら
に
古
い

も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
中
浣
（
ち
ゅ
う
か
ん
、
中
旬
・
11

日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
の
こ
と
）

　

さ
て
、
こ
の
山
車
は
「
江
戸
型
山

車
」
と
よ
ば
れ
る
江
戸
の
山
王
祭
、

神
田
祭
に
曳
き
ま
わ
さ
れ
て
い
た
山

車
の
形
式
で
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

江
戸
型
山
車
の
な
か
で
も
、
鉾
台

と
い
わ
れ
る
四
角
形
の
枠
を
飾
り
幕

で
覆
っ
て
台
車
に
の
せ
る
形
式
で
、

外
見
的
に
は
台
車
の
上
に
二
つ
の
箱

を
重
ね
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
人
形
を

置
い
た
塔
の
よ
う
な
形
に
見
え
ま
す
。

元
来
は
二
輪
車
で
牛
が
引
い
て
い
ま

し
た
が
、
人
が
曳
く
よ
う
に
な
り
四

輪
に
な
り
ま
し
た
。

　

郷
土
博
物
館
で
展
示
し
て
い
る
山

車
は
、
博
物
館
開
館
の
際
に
、
展
示

用
に
制
作
し
た
飾
り
の
台
車
の
た
め
、

車
輪
が
動
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
鉾
台
型
の
か
ら
く
り　

山
王
祭
、

神
田
祭
の
山
車
は
、
当
初
シ
ン
プ
ル
な
も

の
で
し
た
が
、
年
代
が
進
む
に
つ
れ
て
競

う
よ
う
に
装
飾
さ
れ
、
高
く
目
立
つ
よ
う

に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
町
内
の

巡
行
の
際
に
は
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、

将
軍
上
覧
の
た
め
、
江
戸
城
の
門
を
く
ぐ

る
際
に
は
、
そ
の
高
さ
が
障
害
と
な
り
ま

し
た
。

　

高
い
柱
の
上
に
装
飾
や
人
形
の
あ
る
一

本
柱
万
度
型
と
い
わ
れ
る
形
式
の
山
車
で

は
、
城
門
を
く
ぐ
る
際
に
は
、
鉾
柱
を
後

ろ
に
倒
し
て
高
さ
を
下
げ
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
髙
欄
や
四
方
幕
の
装
飾
を
つ
け

た
山
車
が
主
流
に
な
る
と
、
三
層
せ
り
出

し
に
よ
る
高
さ
の
調
整
が
で
き
る
山
車
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
鉾

台
型
の
山
車
で
す
。

　

山
車
の
象
徴
と
な
る
人
形
の
乗
る
層

（
三
層
目
）
と
、
装
飾
性
の
高
い
四
方
幕

で
飾
ら
れ
た
二
層
の
枠
が
、
一
層
目
の
枠

の
な
か
に
入
れ
子
式
に
収
ま
り
、
上
下
に

出
し
入
れ
で
き
る
よ
う
な
か
ら
く
り
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

■
か
ら
く
り
の
仕
組
み　

四
方
幕
で
覆
わ

れ
て
い
る
た
め
、
ど
う
い
う
仕
組
み
な
の

か
は
、
な
か
な
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
回
、

組
み
上
げ
の
際
に
写
真
撮
影
し
ま
し
た
の

で
、
こ
の
か
ら
く
り
に
つ
い
て
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

■
枠
を
基
本
と
し
た
つ
く
り　

三
層
の
台

が
上
下
す
る
仕
掛
け
の
元
は
、
枠
に
あ
り

ま
す
。

10月14日から2日間に渡った山車の組み上げ
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山
車
の
組
み
上
げ
の
た
め
に
、
部
材

に
墨
書
さ
れ
た
番
付
に
は
、
「
外
湧
」
、

「
内
湧
」
（
そ
と
わ
く
、
う
ち
わ
く
）
と

書
か
れ
て
い
ま
す
が
【
写
真
１
参
照
】
、

一
層
目
の
部
分
に
な
る
柱
が
台
座
に
立

て
ら
れ
枠
組
み
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
【
図

１
】
外
湧
は
、
四
丁
目
の
紋
と
巴
紋
が
あ

し
ら
わ
れ
た
緑
色
の
四
方
幕
に
囲
ま
れ
る

部
分
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
内
湧
の
外
側
に
添
う
形

で
上
髙
欄
の
台
に
も
な
る
可
動
式
の
枠
が

は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
枠
を
上
に

上
げ
て
、
枠
の
下
四
隅
に
木
材
を
支
え

（
つ
っ
か
え
棒
）
と
し
て
入
れ
て
高
さ
を

固
定
し
ま
す
。

　

人
形
を
固
定
す
る
柱
も
同
様
の
つ
く
り

で
す
。
内
湧
の
中
心
に
、
溝
を
彫
っ
た
柱

が
立
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
柱
の
内
側
に
、
や

は
り
溝
を
作
っ
た
長
い
竿
を
差
し
込
み
ま
す
。

　

竿
の
先
は
、
長
刀
型
に
な
っ
て
お
り
、

上
に
据
え
る
人
形
の
足
の
間
に
し
っ
か
り

と
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
柱
の
溝

に
添
っ
て
、
竿
も
上
下
す
る
こ
と
が
で
き
、

竿
の
高
さ
を
固
定
す
る
に
は
同
様
に
、
柱

の
溝
に
支
え
と
な
る
木
材
を
下
か
ら
あ
て

が
い
ま
す
。
。

【
図
２
】

■
枠
の
上
げ
下
げ　

下
高
欄
は
、
外
湧
の

上
部
に
付
け
ら

れ
、
上
髙
欄
は
、

可
動
す
る
枠
の
上
部
に
取
り
付
け
ら
れ
ま

す
。
三
層
目
と
二
層
目
が
、
可
動
枠
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

可
動
枠
の
上
げ
下
げ
の
た
め
に
、
小
さ

な
滑
車
が
内
湧
の
中
側
の
上
部
、
山
車
の

前
後
二
カ
所
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
図
２
】
滑
車
に
通
し
た
細
綱
は
、
片
方

は
可
動
枠
の
下
部
に
結
ば
れ
、
も
う
片
方

は
山
車
の
台
の
床
下
へ
通
し
て
床
下
の
柱

に
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
か
れ
て
固
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
支
え
に
な
っ
て
い
る
四
隅
の
木
材

を
外
し
て
、
綱
を
前
後
か
ら
ゆ
る
め
る
と
、

枠
が
下
が
り
、
綱
を
引
く
と
枠
が
上
が
り

ま
す
。
滑
車
は
小
型
で
、
綱
も
非
常
に
細

い
も
の
な
の
で
心
も
と
な
く
感
じ
ま
す
が
、

も
と
も
と
こ
の
綱
だ
け
に
た
よ
っ
て
上
下

さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
手
を
補
助
に

使
い
な
が
ら
の
仕
組
み
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

外
湧
の
上
部
に
下
高
覧
が
つ
い
て
お
り
、

上
高
欄
は
、
そ
の
な
か
に
は
入
ら
な
い
大

き
さ
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
下
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
下
高
欄
の
と
こ
ろ
ま
で
に

な
り
ま
す
。
（
下
高
欄
と
上
高
欄
が
繋
が

る
と
こ
ろ
ま
で
）
外
湧
と
内
湧
に
は
間
が

空
い
て
い
る
た
め
、
四
方
幕
を
つ
け
た
ま

ま
下
げ
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
。

　

人
形
を
支
え
て
い
る
竿
も
、
同
じ
よ
う

に
上
下
で
き
ま
す
が
、
実
は
上
高
欄
に
隠

れ
て
、
人
形
の
足
置
き
と
な
る
板
が
渡
し

て
あ
る
こ
と
や
人
形
の
衣
装
や
腕
を
広
げ

た
ポ
ー
ズ
で
、
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
人

形
を
つ
け
た
ま
ま
竿
を
上
下
さ
せ
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

枠
の
高
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ
メ
ー
ト
ル

四
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
高
欄
を
と
り
は
ず

せ
ば
、
一
層
目
と
な
る
外
湧
、
内
湧
の
な

か
に
、
二
層
目
、
三
層
目
を
構
成
す
る
可

動
枠
が
す
っ
ぽ
り
と
入
る
つ
く
り
に
な
り

ま
す
。

　

も
と
も
と
は
、
江
戸

城
の
城
門
を
く
ぐ
る
た

め
に
考
え
ら
れ
た
と
い

う
仕
組
み
で
す
が
、
巡

行
時
に
な
る
べ
く
高
く

立
派
に
見
せ
る
こ
と
が

で
き
、
山
車
倉
な
ど
に

収
納
す
る
と
き
に
は
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
り

や
す
い
こ
と
な
ど
が
、

人
々
に
は
利
点
と
し
て

好
ま
れ
た
と
想
像
さ
れ

ま
す
。

【写真１】「外湧　向テ　左上」と墨書。
組み上げの際に、部材の使用位置を示し
たもの。

【図１】背面、真上から見た山車の骨
組み
（内湧の中心には、人形竿用の柱が別
に立ちます）

【図２】山車の高さを変える構造（背面図）
＊人形の高さを変える竿と竿の支えは台の前
面側にあるが（次頁【写真３】参照）、図面の
関係上背面図に書入れている。
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■
山
車
の
組
み
上
げ　

山
車
の
組
み
上
げ

作
業
は
、
千
住
四
丁
目
で
普
段
神
社
の
仕

事
を
請
け
負
っ
て
お
り
氏
子
で
あ
る
荒
井

工
務
店
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
昭
和
六
十

一
年
（
一
九
八
六
）
に
組
み
上
げ
た
際
に

は
、
荒
井
棟
梁
は
全
く
の
初
め
て
で
し
た

が
、
「
お
前
の
親
父
が
組
み
上
げ
た
ん
だ

か
ら
、
お
前
は
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
町
の

人
に
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
主
だ
っ
た
部

材
に
は
番
付
が
あ
り
、
職
人
た
ち
の
経
験

と
技
、
仕
事
慣
れ
し
た
ま
と
ま
り
の
あ
る

働
き
に
よ
り
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
部
材
も

順
調
に
組
み
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前

回
肝
心
な
と
こ
ろ
を
写
真
で
残
し
て
あ
り
、

四
方
幕
の
取
り
付
け
方
や
、
静
御
前
の
身

支
度
な
ど
を
確
認
で
き
た
こ
と
も
円
滑
に

進
ん
だ
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

現
在
は
、
建
設
作
業
用
に
つ
く
ら
れ
た

足
場
を
組
ん
で
の
作
業
が
可
能
で
、
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
博
物
館
の
階
段
寄
り
に
組
み
上

げ
た
の
で
、
階
段
か
ら
人
形
の
受
け
渡
し

が
で
き
、
よ
り
安
全
に
作
業
が
で
き
ま
し

た
。

■
伝
承
さ
れ
る
技
術　

定
期
的
に
組
み
上

げ
と
解
体
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統

的
な
木
組
に
よ
る
山
車
の

組
み
上
げ
技
術
は
伝
承
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

　

祭
礼
で
使
わ
れ
る
道
具

は
、
実
は
人
々
の
手
で
使

わ
れ
る
こ
と
も
そ
の
保
存

に
は
必
要
で
、
生
き
た
文

化
財
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

千
住
・
足

立
の
繁
栄

を
物
語
る

山
車
を
、

こ
れ
か
ら

も
大
切
に

し
て
い
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

　

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
四
月
八
日
、

歌
舞
伎
役
者
二
代
名
市
川
團
十
郎
は
俳
句

仲
間
と
と
も
に
千
住
五
丁
目
は
ず
れ
の
茶

店
に
赴
き
、
同
店
名
物
の
光
茶
釜
を
見
物

し
て
い
る
。
そ
の
時
に
詠
ん
だ
俳
句
が
句

集
『
木
饅
頭
』
（
き
ま
ん
じ
ゅ
う
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　

時
鳥
影
や
茶
釜
の
か
な
聾　
　
　

嵐
々

　

垣
は
ま
は
ら
の
い
ほ
た
卯
の
花　

才
牛

　

新
し
き
噺
を
け
ふ
も
買
に
出
て　

訥
子

　
　

于
時
享
保
二
十
年
卯
四
月
八
日

「
才
牛
」
は
團
十
郎
の
「
訥
子
」
（
と
っ

し
）
は
歌
舞
伎
役
者
初
代
沢
村
宗
十
郎
の

俳
名
で
あ
る
。
彼
ら
が
見
物
し
た
光
茶
釜

は
『
江
戸
名
所
図
会
』
（
天
保
七
・
一
八

三
六
年
）
で
も
紹
介
さ
れ
、
現
在
は
足
立

区
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

「
足
立
史
談
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

團
十
郎
ら
の
俳
句
が
載
せ
ら
れ
た
『
木

饅
頭
』
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
十
月

十
二
日
、
九
十
七
才
で
亡
く
な
っ
た
光
茶

釜
の
見
物
に
も
同
行
し
て
い
る
雁
字
庵

嵐
々
の
句
集
で
序
に
よ
れ
ば
佐
藤
晩
得
に

よ
っ
て
寛
政
二
年
十
一
月
（
一
七
九
〇
）

に
な
さ
れ
て
い
る
。

　

同
句
集
に
は
、
三
人
の
俳
句
と
と
も
に

光
茶
釜
と
茶
屋
の
主
人
に
関
す
る
記
述
が

あ
る
。
そ
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
茶
屋
の
主
人
の
出
自
を
は
じ

め
と
す
る
興
味
深
い
記
事
で
あ
る
た
め
紹

介
し
た
い
。

■
光
茶
釜　

句
集
『
木
饅
頭
』
に
は
、

　

千
住
五
町
目
の
は
づ
れ
に
僅
か
の
茶
店

　

あ
り
。
古
き
釜
を
幾
と
せ
の
椋
の
灰
を

　

以
て
磨
き
入
た
れ
ば
、
光
尋
常
に
か
は

　

り
誠
の
白
か
ね
に
等
し
。
往
来
の
者
爰

　

に
休
て
銀
の
茶
釜
と
な
む
云
ふ
ら
し
。

　

自
然
と
其
名
を
も
茶
釜
親
父
と
呼
ふ
。

と
あ
り
、
茶
釜
が
白
銀
の
よ
う
に
光
る
の
は

「
椋
（
む
く
）
の
灰
」
で
磨
い
た
か
ら
と
し

て
い
る
。

　

椋
木
は
ニ
レ
科
（
A
P
G
分
類
：
ア
サ

科
）
の
落
葉
高
木
で
、
そ
の
葉
は
古
来
よ

り
木
、
竹
、
骨
な
ど
の
細
工
も
の
や
、
道

具
、
建
材
な
ど
の
研
磨
に
用
い
ら
れ
た

（
『
日
本
大
百
科
全
書
』
小
学
館
、
『
日

本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
）
。
お
そ
ら
く
、

椋
の
灰
に
も
同
様
な
効
果
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

■
茶
屋
主
人
の
素
性　

茶
屋
の
主
人
の
素

性
に
つ
い
て
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

に
出
版
さ
れ
た
大
橋
方
長
『
武
蔵
演
路
』

（
『
近
世
地
誌
史
料
集
』
足
立
区
教
育
委

員
会
）
は
「
百
姓
半
兵
衛
」
と
す
る
が
、

『
木
饅
頭
』
に
は
、

　

此
あ
る
じ
が
昔
し
を
尋
ぬ
る
に
、
木
挽

　

町
山
村
長
太
夫
か
座
に
勤
め
た
る
嵐
喜

　

代
吉
と
い
ふ
女
形
の
よ
し
。
右
の
在
方

　

保
間
木
村
（
＊
保
木
間
村
か
）
大
乗
院

【写真３】可動枠を支える仕組みと、
床下に固定された枠を吊り上げる綱。
（山車正面側からの撮影）

【写真２】内湧につけられ
た滑車を通した細綱が可動
枠の下部に結ばれている。

光
茶
釡
と

二
代
目
市
川
團
十
郎

関
口
崇
史

（
ママ
）
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と
い
ふ
真
言
宗
の
和
尚
、
世
話
焼
か
れ

　

て
此
処
へ
住
と
な
ん
。

と
あ
り
、
主
人
は
元
々
木
挽
町
（
東
京
都

中
央
区
銀
座
）
山
村
座
（
座
元
山
村
長
太

夫
）
の
女
形
の
嵐
喜
代
吉
（
以
降
、
茶
屋

の
主
人
は
「
喜
代
吉
」
と
表
記
）
で
あ
っ

た
と
い
う
素
性
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
保
木
間
村
大
乗
院
（
現
、
西
保
木
間

二
丁
目
）
の
和
尚
の
世
話
に
よ
り
当
地
に

居
を
移
し
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
喜

代
吉
と
大
乗
院
の
和
尚
と
の
関
係
は
現
時

点
で
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

百
姓
半
兵
衛
（
『
武
蔵
演
路
』
）
と
歌

舞
伎
役
者
嵐
喜
代
吉
（
『
木
饅
頭
』
）
と

い
う
異
な
る
素
性
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
主
人

は
元
役
者
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
喜
代
吉
と
團
十
郎
は
旧
知
の
間
柄

の
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。　

■
團
十
郎
と
嵐
喜
代
吉　

二
代
目
市
川
團

十
郎
は
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
十
月

十
一
日
、
父
初
代
市
川
團
十
郎
と
母
お
戌

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
九
蔵
、

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
中
村
座
で

初
舞
台
を
踏
ん
だ
。
宝
永
元
年
（
一
七
〇

四
）
二
月
十
九
日
、
市
村
座
出
演
中
の
父

が
楽
屋
に
て
役
者
生
島
半
六
（
生
島
新
五

郎
門
下
）
に
刺
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
父
の

不
慮
を
受
け
て
、
同
年
七
月
十
五
日
、
九

蔵
が
二
代
目
市
川
團
十
郎
を
襲
名
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
襲
名
披
露
が
行
わ
れ
た
の

が
山
村
座
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
後
見

役
は
当
時
、
山
村
座
の
座
頭
生
島
新
五
郎

で
あ
っ
た
。
新
五
郎
の
庇
護
の
も
と
團
十

郎
は
山
村
座
で
役
者
活
動
を
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
正
徳
四
年（
一
七
一
四
）三

月
、
江
島
・
生
島
事
件
に
よ
り
幕
府
の
命

に
よ
り
山
村
座
は
廃
座
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

江
島
・
生
島
事
件
は
正
徳
四
年
（
一
七

一
四
）
正
月
十
二
日
、
月
光
院
（
七
代
将

軍
徳
川
家
継
生
母
）
付
き
の
江
戸
城
大
奥

年
寄
江
嶋
ら
が
、
芝
増
上
寺
代
参
の
帰
途
、

山
村
座
に
て
芝
居
を
見
物
、
そ
の
後
、
芝

居
茶
屋
に
移
動
し
て
、
生
島
新
五
郎
ら
役

者
ら
と
酒
宴
を
続
け
、
帰
城
が
遅
れ
た
。

こ
の
行
動
が
問
題
視
さ
れ
、
江
嶋
、
新
五

郎
ら
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
厳
罰
に

処
さ
れ
、
山
村
座
も
営
業
停
止
、
廃
座
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
事
件
後
、
二
代
目
團

十
郎
も
二
度
の
幕
府
の
取
り
調
べ
を
受
け

た
が
、
無
罪
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
代
目
襲
名
披
露
か
ら
約
一
〇
年
間
、

山
村
座
で
活
動
し
た
二
代
目
團
十
郎
が
同

座
で
女
形
と
し
て
活
動
し
た
嵐
喜
代
吉
と

面
識
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
推
測
の
域
を
で
な
い
が
、
喜
代
吉

が
千
住
に
移
り
住
ん
だ
の
も
、
こ
の
事
件

に
よ
る
山
村
座
廃
座
が
き
っ
か
け
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
な

関
係
か
ら
、
主
人
の
素
性
は
『
木
饅
頭
』

の
記
述
の
方
が
正
し
い
と
考
え
る
。

　

二
人
の
俳
諧
仲
間
と
連
れ
立
っ
て
「
日

光
街
道
、
江
戸
迄
も
隠
れ
な
く
関
の
東
の

名
物
也
」
（
『
木
饅
頭
』
）
と
評
判
の
光

茶
釜
を
見
物
し
た
享
保
二
十
年
当
時
、
二

代
目
團
十
郎
は
大
病
を
患
い
、
舞
台
を
長

期
間
休
ん
で
い
た
。
旧
知
の
役
者
の
茶
店

と
知
っ
て
訪
ね
た
の
か
、
突
然
の
再
会
に

旧
交
を
懐
か
し
ん
だ
の
か
、
現
存
す
る
二

代
目
團
十
郎
日
記
に
当
日
の
記
録
は
な
く

（
二
世
市
川
団
十
郎
日
記
抄
）
、
彼
の
気

持
ち
を
知
る
由
は
な
い
。

＊
本
稿
で
使
用
し
た
『
木
饅
頭
』
は
、
井

上
隆
明
編
『
佐
藤
朝
四
随
筆
集
』
（
近
世

風
俗
研
究
会
、
一
九
八
〇
年
）
の
同
句
集

の
解
題
で
紹
介
さ
れ
た
記
事
を
使
用
し
て

お
り
、
本
文
は
未
見
で
あ
る
。
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（意訳）
千住驛からわかれた道の左側に地元の人は耆老茶屋（ぢぢ
がちゃや）ともよぶ茶屋がある。むかしこの店の茶銚の光
沢がことの外優れていたため、（将軍が）御鑑賞された。
そのため名物となりその名前も世の中で光かがやくことに
なった。
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